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村山市スポーツ推進委員が考案した

エアバレーで県大会を開催



村山道路維持協同組合　　　　
理事長　松田諒一さん（戸沢）

き
め
細
か
な
除
雪
を

　
　
　
　
　
　
推
進
し
ま
す

今年の冬もがんばります

　市民のみなさんの足を確保できるよう
に今年も最大限の努力をしていきます。
毎年出てくるような苦情や反省点を協議
して、改善していきます。他市町からも
村山市の除雪が注目されているようなの
で、より一層、気を引き締めて取り組ん
でいきます。雪の降り具合や降るタイミ
ングによっては、朝の通勤時間帯まで除
雪が間に合わない場合もあるかもしれま
せんが、市民のみなさんのご理解、ご協
力をお願いします。

　

除
雪
作
業
は
冬
期
間
の
交
通
を
確
保
す
る
重
要
な
も
の
で
す
。
車
道
積
雪
10
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
を
目
安
に
作
業
を
開
始
し
ま
す
。
午
前
７
時
ま
で
に
完
了
す
る
計

画
で
す
が
、
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
目
標
時
間
ま
で
作
業
が
終
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
可
能
な
限
り
住
宅
等
の

間
口
に
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
除
雪
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
車
道
幅
員
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

◇
住
宅
等
の
間
口
に
配
慮
し
、
雪
の
塊
を
残
さ
な
い
除
雪
を
目
標
と
し
ま
す
。

◇�

日
中
除
雪
を
強
化
し
、
圧
雪
時
の
路
面
整
正
や
拡
幅
調
整
（
幅
出
し
）
作
業
を
積

極
的
に
お
こ
な
い
ま
す
。

除
雪
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

市
建
設
課
維
持
係 

☎
内
線
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除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

●
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　

冬
期
間
に
使
用
し
て
い
な
い
空
地
や

農
地
等
を
道
路
除
雪
の
雪
押
し
場
と
し

て
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

き
め
細
か
な
除
雪
の
実
施
に
は
、
さ
ら

に
多
く
の
雪
押
し
場
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
雪
押
し
場
の
確
保
に
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
深
夜
の
除
雪
作
業
に
ご
理
解
を

　

忙
し
い
朝
の
交
通
や
歩
行
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
真
夜
中
か
ら
の
作

業
が
多
く
な
り
ま
す
。
除
雪
車
の
エ
ン

ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
除
雪
車
に
は
近
寄
ら
な
い
で

　

除
雪
車
か
ら
の
視
界
は
非
常
に
狭
く
、

特
に
後
方
は
大
変
見
づ
ら
く
な
っ
て
い

ま
す
。
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の
で
、

人
も
車
も
絶
対
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
子
ど
も
の
飛
び
出
し
が
危
な
い

　

そ
り
遊
び
や
ミ
ニ
ス
キ
ー
な
ど
の
楽

し
い
遊
び
も
、
道
路
へ
飛
び
出
し
て
は

大
事
故
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
道
路

付
近
の
雪
山
で
は
絶
対
遊
ば
な
い
・
遊

ば
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
路
上
駐
車
は
除
雪
の
大
敵

　

路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
最
大
の

障
害
。
一
台
で
も
放
置
車
が
あ
る
と
、

除
雪
車
が
入
れ
ず
除
雪
で
き
ま
せ
ん
。

「
路
上
駐
車
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」

を
合
言
葉
に
、
市
民
全
員
が
迷
惑
す
る

路
上
駐
車
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
路
上
の
障
害
物
は
撤
去
を

　

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
道

路
へ
せ
り
出
し
た
庭
木
や
生
垣
は
剪せ

ん

定
、

除
去
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
宅
前

の
路
上
や
車
庫
出
入
口
に
置
い
て
あ
る

台
や
看
板
用
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
も
片
づ
け

て
く
だ
さ
い
。

●
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　

各
家
庭
で
お
こ
な
う
雪
片
付
け
や
屋

根
の
雪
お
ろ
し
の
際
に
道
路
へ
雪
を
出

す
と
、
交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
危
険

で
す
。
ま
た
、
道
路
除
雪
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
良
識
あ
る
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
危
険

　

水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
、
雪
が

詰
ま
り
、
増
水
、
洪
水
を
起
こ
す
原
因

と
な
り
ま
す
。
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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■小型除雪機を貸し出します

　市道・生活道などの除排雪を市民のみなさ
んが自らおこなう場合、小型除雪機を貸し出
しています。

■除排雪作業に報奨金を交付します

　地域ぐるみで一斉におこなう排雪作業や、
生活道における日常的な除排雪作業に報奨金
を交付しています。
問市建設課維持係 ☎内線236

市内の雪捨て場� 排雪時間〈午前８時30分～午後５時〉

碁点イベント広場 金谷運動広場駐車場 園芸試験場跡地（南東部）◎�周辺住宅の環境に
配慮し、夜間と早
朝の雪捨てを禁止
します。

◎�必ず時間を守り、
安全に奥から順に
捨ててください。

◎�雪以外のものは絶
対に捨てないでく
ださい。

雪捨て場

雪捨て場
雪
捨
て
場市民

体育館

碁点交差点

金谷
運動広場

環境科学
研究センター

父母
報恩寺

金谷交差点国道13号

最上川 入口

入口

⬆

⬆

⬅
入口

北
庁
舎

大型車による搬入禁止

N

N

N

■市農道除雪事業

問市農林課農業振興係　☎内線253
　冬期間、樹園地の枝折れ、雨よけハウス倒壊
等の雪による被害を未然に防止するため、果樹
園等に行くための農道の除雪・圧雪にかかる経
費に対し、費用の一部補助をおこないます。
対象者　

３ 名以上の受益農業者で構成する団体　
補助対象事業

①�事業主体が除雪機械を賃借して運営する農道
除雪・圧雪事業

②�事業主体が市指定除雪業者等に委託しておこ
なう農道除雪・圧雪事業

対象回数

同一路線につき必要と認められる回数
補助金の額　補助対象経費の10分の ７以内
申請方法

除雪要望調査票を市農林課または各地域市民セ
ンターに提出してください。調査票は、市農林
課と各地域市民センターに準備しています。補
助が該当する路線については、後日、事業申請
書を送付します。
その他

除雪機械を取得して農道除雪・圧雪事業に取り
組む予定の事業主体は、市農林課にご相談くだ
さい。

■高齢者世帯へ除雪費を支給します

問市福祉事務所地域福祉係　☎内線141
　市内在住の平成26年度市民税が非課税の世
帯で、次に該当する方が、業者などに除雪作
業を頼んだ場合、その費用の一部を支給しま
す。
対象世帯

①65歳以上の方のみの世帯
②�65歳未満の重度障がい者と同居する65歳以
上の世帯

※自力で除雪できる方や生活保護世帯を除きます。
期間　12月～平成27年 3 月　
支給限度額　30,000円
※除雪作業の内容により金額が異なります。

■市道・県道は地区の代表者へ

　すばやく的確な対応をおこなうため、要望や
苦情などは、各地区の代表者のみなさんが取り
まとめて市役所に連絡することになっています。

■国道は国土交通省へ

問☎(23)2521　Fax(23)2523
　国道13号に関する要望等は尾花沢国道維持出
張所へご連絡ください。

除雪に関する要望・苦情等は
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特　集

　

十
一
月
六
日
、
市
内
の
全
小
学
校
で

は
「
秋
の
味
覚
メ
ニ
ュ
ー
」
と
題
し
て
、

い
も
煮
や
菊
花
あ
え
、
そ
し
て
つ
や
姫

ご
飯
の
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
も
煮
の
材
料
、
里
芋
は
富
並
産
。

牛
肉
は
市
内
で
肥
育
さ
れ
た
山
形
牛
。

菊
花
あ
え
に
入
っ
た
白
菜
は
西
郷
産
を

中
心
と
し
て
各
学
校
の
地
域
で
生
産
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
飯
は
県
内
産
の
つ
や
姫

を
使
用
し
て
お
り
、
市
内
の
食
材
を
は

じ
め
、
県
内
産
の
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
、
秋
な
ら
で
は
の
山

形
の
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

村
山
市
の
給
食
で
は
一
年
を
と
お
し

て
、
保
育
園
や
児
童
セ
ン
タ
ー
か
ら
中

学
校
ま
で
可
能
な
限
り
地
元
で
生
産
さ

れ
た
食
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ウ

リ
や
大
根
、
白
菜
な
ど
の
野
菜
か
ら
リ

ン
ゴ
な
ど
の
果
物
ま
で
地
元
の
旬
の
味

覚
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
、
果
物
は
児
童
・
生
徒
た
ち
に

大
人
気
。
旬
ご
と
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
小

玉
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
や
リ
ン
ゴ
な
ど
市

季
節
ご
と
に
地
元
産
の
食
材
が
給
食
に

給
食
で
す
す
む
地
産
地
消

富並小学校でのサクランボ給食楯岡小学校でのメロン給食葉山中学校でのメロン給食

大久保小、戸沢小学校で秋の味覚メニューを味わう児童たち

内
産
の
も
の
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
各
学
校
の
給
食
を

応
援
す
る
食
材
供
給
団
体
が
あ
り
、
村

山
の
子
ど
も
た
ち
を
食
事
の
面
か
ら
応

援
し
よ
う
と
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い

食
材
の
提
供
に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

　

各
小
学
校
で
は
、
年
末
や
年
度
末
に

食
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
地
元
の
方
を

給
食
の
時
間
に
招
待
し
て
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
一
緒
に
給
食

を
食
べ
て
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◇
主
な
食
材
供
給
団
体

み
ち
の
く
村
山
農
業
協
同
組
合

楯
岡
園
芸
組
合

最
上
川
ふ
る
さ
と
農
園
管
理
組
合

大
久
保
小
学
校
食
材
応
援
団

袖
崎
小
学
校
洗
心
畑
や
さ
い
～
ず

㈱
大
高
根
協
働
社

市
農
業
士
会

市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
協
議
会

問
い
合
わ
せ

市
学
校
教
育
課
学
事
係　

☎
内
線
324

2014.12.1市民の友 むらやま 4



左から楯岡園芸組合の小関幸蔵さん
代表の森谷喜行さん、赤松俊昭さん

み
な
さ
ん
の
声

み
な
さ
ん
の
声

　

地
元
の
農
家
の
方
が

提
供
し
て
く
だ
さ
る
食

材
は
と
て
も
新
鮮
で
、

安
心
し
て
給
食
に
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
納

品
し
て
く
だ
さ
る
と
き

も
、
品
質
や
味
に
つ
い

て
親
身
に
な
っ
て
考
え

て
く
れ
ま
す
。
生
産
者

と
直
接
会
話
が
で
き
、

大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

メ
ロ
ン
や
リ
ン
ゴ
な

ど
の
果
物
が
と
て
も
お

い
し
い
で
す
。
果
物
が

あ
る
と
給
食
が
ま
す
ま

す
楽
し
み
に
な
り
ま
す
。

給
食
に
出
る
果
物
や
野

菜
が
こ
ん
な
に
近
く
で

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

新
鮮
な
食
材
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
元
の
食
材
は
、
調

理
を
し
て
い
て
も
新
鮮

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

特
に
野
菜
の
甘
み
や
食

感
の
違
い
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
作
っ

て
い
る
方
の
顔
が
見
え

る
、
そ
れ
が
安
心
し
て

食
べ
ら
れ
、
お
い
し
さ

を
倍
増
さ
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

楯岡小栄養教諭
朝烏さとみ先生

楯岡小　給食委員長
６年　秋久保大空さん

楯岡小調理主任
藤田美智子さん

　

楯
岡
園
芸
組
合
は
楯
岡
小
を
中
心
に
メ
ロ
ン
や
冬
野

菜
（
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ナ
バ
ナ
な
ど
）
を

納
入
し
て
い
ま
す
。
冬
野
菜
は
完
全
無
農
薬
で
栽
培
し

て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
お
い
し
く
、

安
全
・
安
心
な
食
材
を
提
供
し
て
、
地
元
の
食
材
や
食

べ
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
現
代
は
栽

培
や
収
穫
の
体
験
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後

は
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
体
験
で
き
る
機
会
を
作
れ
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
提
供
し
た
食
材
を

「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
安
心
し
ま
す
。

１か月前　献立を決める
栄養士や調理師が話し合って
献立を決める

２週間前　食材の発注

12時30分頃　児童たちが配膳

給食ができるまで

待ちに待った　いただきます

８時30分頃　調理開始

　小学校の場合毎日の給食は、１か月前から献立を決めて栄養士の先生
や調理師さんが準備をはじめます。給食に使われる食材は何度も検査や
確認を済ませてから調理されます。給食が、児童のみなさんに提供され
るまでの流れを紹介します。

12時頃　検食
食味、見た目、異物混入が
ないか校長先生が確認

当日８時頃　検品
食材が納品されると
すぐに検査
（その日に食べる
ものは当日の朝納
品してもらってい
ます）
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秋
の
叙
勲

　

十
一
月
三
日
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
に
尽

力
し
た
方
、
地
域
の
安
全
を
守
る
消
防

団
の
代
表
の
方
な
ど
で
長
年
の
活
動
が

特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
に

贈
ら
れ
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
消

防
団
に
入
団
し
、
部
長
、
分
団
長
を
歴

任
。
平
成
十
五
年
に
退
団
さ
れ
る
ま
で

三
十
四
年
間
、
消
防
団
活
動
に
精
励
さ

れ
ま
し
た
。

　

法
被
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
常
に
車
に
備

え
付
け
る
な
ど
災
害
現
場
へ
す
ぐ
に
駆

け
つ
け
る
た
め
の
心
構
え
や
長
年
の
経

験
と
地
水
利
に
精
通
し
て
い
る
強
み
を

活
か
し
、
地
域
の
消
防
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

警
察
や
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
著
し
く

危
険
性
の
高
い
業
務
に
励
み
、
社
会
に

貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。
市
内
の

受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　

瀧
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
陸

上
自
衛
隊
神
町
駐
屯
地
第
二
十
普
通
科

連
隊
に
入
隊
。
第
六
師
団
司
令
部
付
隊
、

仙
台
駐
屯
地
第
二
陸
曹
教
育
隊
に
所
属

し
、
迫
撃
砲
砲
手
、
文
書
陸
曹
、
教
育

隊
助
教
、
重
迫
撃
中
隊
小
隊
長
、
副
中

隊
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
十
九
年
に
退

官
さ
れ
る
ま
で
三
十
五
年
間
、
職
務
に

精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
秋
田
地
区
雪
害
や
大
蔵
村

赤
松
地
区
山
崩
れ
、
県
北
水
害
、
山
辺

町
簗
沢
地
区
山
林
火
災
へ
の
災
害
派
遣

で
人
命
救
助
や
消
火
活
動
を
お
こ
な
い

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝単光章

阿部　功さん
　　　（戸沢）

瑞宝双光章

瀧田　豊さん
　　　（楯岡）

第
44
回
村
山
市
こ
ど
も
美
術
展

受
賞
者
（
敬
称
略
）

■
村
山
市
長
賞

　

三
原　

悠
弥
（
大
久
保
小
２
年
）

　

「
で
っ
か
い
イ
モ
が
と
れ
た
」

　

松
田　

圭
士
乃
（
楯
岡
中
１
年
）

　

「
家
か
ら
見
た
碁
点
橋
」

■
村
山
市
議
会
議
長
賞

　

佐
藤　

謙
成
（
戸
沢
小
５
年
）

　

笹
原　

奈
々
（
葉
山
中
１
年
）

■
村
山
市
教
育
委
員
会
賞

　

原
田　

菜
々
花
（
西
郷
小
４
年
）

　

藤
橋　

蒼
衣
（
楯
岡
中
２
年
）

■
村
山
市
小
学
校
長
会
長
賞

　

曽
我　

ひ
な
た
（
楯
岡
小
１
年
）

■
村
山
市
中
学
校
長
会
長
賞

　

田
中　

紗
知
（
楯
岡
中
３
年
）

■
村
山
市
美
術
連
盟
賞

　

安
達　

秀
也
（
袖
崎
小
５
年
）

　

桐
原　

祥
（
楯
岡
中
１
年
）

■
村
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

鈴
木　

堅
（
楯
岡
小
４
年
）

　

松
田　

輝
（
楯
岡
中
１
年
）

■
村
山
ロ
ー
ズ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

石
澤　

心
愛
（
富
並
小
３
年
）

　

篠
原　

未
弥
（
葉
山
中
３
年
）

■
村
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

大
類　

彩
姫
（
楯
岡
小
５
年
）

　

門
脇　

星
奈
（
葉
山
中
２
年
）

■
村
山
青
年
会
議
所
理
事
長
賞

　

柴
田　

梨
奈
（
西
郷
小
５
年
）

　

森
谷　

詩
織
（
楯
岡
中
３
年
）

■
村
山
市
商
工
会
長
賞

　

井
澤　

ひ
か
り
（
戸
沢
小
３
年
）

　

沼
沢　

ひ
り
か
（
楯
岡
中
２
年
）

■
山
形
新
聞
・
山
形
放
送
賞

　

宇
野　

綾
人
（
冨
本
小
４
年
）

　

伊
藤　

陽
菜
（
葉
山
中
３
年
）

■
ぺ
ん
て
る
賞

　

山
崎　

繭
（
楯
岡
小
１
年
）

　

仲
嶋　

琉
衣
（
大
久
保
小
１
年
）

　

青
木　

さ
ら
（
冨
本
小
１
年
）
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荒
井　

俊
祐
（
楯
岡
小
２
年
）

　

齋
藤　

青
空
（
楯
岡
小
３
年
）

　

元
木　

健
太
（
楯
岡
小
３
年
）

　

高
嶋　

音
良
（
楯
岡
小
４
年
）

　

生
亀　

璃
々
花
（
富
並
小
４
年
）

　

村
川　

彩
夏
（
楯
岡
小
６
年
）

　

工
藤　

野
々
花
（
西
郷
小
６
年
）

　

佐
藤　

駿
（
袖
崎
小
６
年
）

　

青
柳　

か
な
え
（
戸
沢
小
６
年
）

　

板
垣　

百
英
（
楯
岡
中
１
年
）

　

藤
橋　

葉
月
（
楯
岡
中
１
年
）

　

日
塔　

蘭
（
葉
山
中
１
年
）

　

坂
井　

眞
子
（
楯
岡
中
２
年
）

　

菅
原　

藍
（
楯
岡
中
２
年
）

　

花
烏
賊　

直
哉
（
葉
山
中
２
年
）

　

氏
井　

美
由
（
楯
岡
中
３
年
）

　

鈴
木　

ひ
ろ
（
楯
岡
中
３
年
）

　

細
谷　

尋
（
葉
山
中
３
年
）

■
第
44
回
村
山
市
こ
ど
も
美
術
展

　

市
内
全
小
中
学
校
か
ら
出
品
さ
れ
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

期
間　

12
月
５
日
㈮
～
24
日
㈬

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
最
終

日
は
正
午
ま
で
）

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー

問
市
生
涯
学
習
課
文
化
係�

☎
内
線
333

第
34
回
全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

■
山
形
協
議
会
奨
励
賞
（
敬
称
略
）

　

田
中　

紗
知
（
楯
岡
中
３
年
）

　

奥
山　

美
咲
（
葉
山
中
３
年
）

平
成
26
年
度
山
形
県
小
学
生

人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

■
山
形
協
議
会
奨
励
賞
（
敬
称
略
）

　

竹
村　

悠
（
楯
岡
小
６
年
）

　

須
藤　

愛
心
（
西
郷
小
５
年
）

　

加
賀　

咲
莉
杏
（
袖
崎
小
６
年
）

　

松
田　

優
凪
（
大
久
保
小
６
年
）

　

多
田　

直
黄
（
冨
本
小
６
年
）

　

佐
藤　

謙
成
（
戸
沢
小
５
年
）

　

土
屋　

謙
臣
（
富
並
小
６
年
）

輝
け
や
ま
が
た
若
者
大
賞

　

若
者
が
活
躍
で
き
る
風
土
づ
く
り
の

推
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
す
る
若
者
の
優
れ
た

功
績
や
地
道
な
活
動
に
対
し
て
山
形
県

は
「
輝
け
や
ま
が
た
若
者
大
賞
」
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　

「
作
っ
た
人
が
、
売
る
人
」
を
テ
ー

マ
に
誰
で
も
参
加
で
き
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
を
開
催
し
、
食
と
農
を
と

お
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、

売
り
手
と
買
い
手
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
試
み
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

縁
側
ご
ろ
つ
き
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

代
表　

佐
藤　

喬
一
（
大
久
保
）

生

活

福

祉

情

報

国
民
年
金
情
報

障
が
い
福
祉
・
障
が
い
児
通
所

　
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

◆
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
・
Ｂ
型
）

生
産
活
動
の
場
を
提
供
。

・
わ
っ
し
ょ
い
！�

☎
（47）
８
６
９
４

・
ピ
ー
ス
楯
岡�

☎
（38）
０
１
２
１

◆
就
労
移
行
支
援

就
労
に
必
要
な
訓
練
等
の
支
援
。

・
ピ
ー
ス
第
Ⅱ
楯
岡�

☎
（38）
０
１
２
１

◆
生
活
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

創
作
活
動
や
生
産
活
動
の
場
を
提
供
。

・
わ
っ
し
ょ
い
！�

☎
（47）
８
６
９
４

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

◆
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

学
齢
障
が
い
児
に
訓
練
等
の
支
援
。

・
お
ひ
さ
ま（
小
中
学
生
）�

☎
（53）
３
６
１
８

・
た
い
よ
う（
高
校
生
）�

☎
（47）
８
６
９
３

・
い
ず
み�

☎
（53）
３
３
３
０

◆
児
童
発
達
支
援

未
就
学
障
が
い
児
へ
の
支
援
。

・
い
ず
み�

☎
（53）
３
３
３
０

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
係�

☎
内
線
143

障
が
い
児
通
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

市
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
係�

☎
内
線
149

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る

「
付
加
年
金
」
を
ご
存
じ
で
す
か

　

年
金
額
を
も
っ
と
引
き
上
げ
た
い
と

お
考
え
の
方
の
た
め
、「
付
加
年
金
」

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
ま
た

は
任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
が
定
額
保

険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
加
算
し
て
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年

金
を
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

方
と
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
付
加
年
金
の
額

　

付
加
年
金
の
額
は
「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
の
式
で
計

算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
10
年
間
付
加

保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、
年
額
２

万
４
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

定
例
年
金
相
談

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
寒
河
江

年
金
事
務
所
へ
、
ご
希
望
の
時
間
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日　

12
月
12
日
㈮

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

市
商
工
会
館

問
い
合
わ
せ　

寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
（84）
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
課
市
民
係
☎
内
線
112
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ま
ち
の
産
業
レ
ポ
ー
ト

ま
ち
の
産
業
レ
ポ
ー
ト

村
山
市
が
誇
る
農
業
・
商
業
・
工
業
の
底
力
が
こ
こ
に
あ
る

Vol. 8

一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
自
家
生
産
の
羊
肉　

６
次
産
業
の
先
駆
け

地元産業に

　この人あり！

農業・商業・工業の分野で活躍する市内の方などをシリーズでご紹介します

ひつじや
　代表　西塚洋平さん（大高根）

　食味のよい羊肉を育てるため、自然に逆らわない循環型の有機
農業をおこなうと生産性があがらずに悩んだ時期がありました。
あるとき、酸化防止剤や農薬を極力使用しない「自然派ワイン」
の生産者と出会い、イタリアのワイン生産者を訪れました。ワイ
ンも農業生産物であり安全なもの（羊やブドウ）
を育てているのは一緒だと共感され、とても自
信が持てました。

　

今
、
農
業
は
六
次
産
業
化
へ
の
取
り

組
み
が
注
目
さ
れ
、
生
産
か
ら
加
工
、

販
売
ま
で
を
い
か
に
お
こ
な
う
か
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
「
ひ

つ
じ
や
」
は
昭
和
六
十
二
年
に
開
業
し
、

六
次
産
業
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
西
塚
さ
ん
は

「
父
が
食
肉
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
ろ
、
羊
の
肉
は
最
も
多
く
の
国
で
食

べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
高
級
で
あ
る
こ

と
を
知
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
勉
強

し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
で
事

業
を
は
じ
め
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

趣
味
の
延
長
で
丸
太
小
屋
を
つ
く
り
羊

肉
を
扱
っ
た
今
の
店
を
始
め
ま
し
た
」

と
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

西
塚
さ
ん
は
二

十
二
歳
の
と
き
結

婚
を
期
に
店
を
継

ぐ
こ
と
を
決
心
。

世
の
中
が
食
の
安

全
を
求
め
る
時
代

で
あ
っ
た
た

め
、
牧
草
や

稲
わ
ら
の
安

全
性
に
こ
だ

わ
り
、
一
○

○
パ
ー
セ
ン

ト
自
家
生
産

の
羊
肉
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
西
塚
さ

ん
は
「
お
い
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
嬉
し
い
。
生
産
か
ら
携
わ
っ
て
い

る
と
お
客
さ
ん
の
反
応
が
直
接
自
分
に

返
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分

で
生
産
し
た
自
信
の
あ
る
も
の
を
使
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
肉
の
質
に

合
っ
た
調
理
方
法
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
素
材
が
持
つ
力

を
引
き
出
せ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
覚

え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
素
材
は
最

大
の
武
器
で
あ
る
と
話
す
西
塚
さ
ん
は
、

現
在
、
畜
産
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
意

味
か
ら
も
、
県
の
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
業
に
も
取
り
組
み
、
新
た
に

漬
物
加
工
や
羊
毛
の
販
売
な
ど
、
六
次

産
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　 ５年前からお店を手伝うようになりました。現在、
お店で提供しているチーズケーキは、義母から味を受
け継ぎ私が作っているものです。
　自然の中で育てた羊の肉や採れたて野菜のおいしさ
をぜひ、みなさんに味わってもらいたいです。
　今、新たに取り組んでいる大根のいぶり漬けは、毎

年の経験と試行錯誤で収穫の時期や漬けこむタイミングが少しずつわ
かってきました。自然派ワインや純米酒に合う食べ方をみなさんに紹
介していくうちに、お客さまの良い反応も増え、手ごたえを感じてい
ます。 奥さんの久美子さん

ワインや純米酒に合う
いぶり漬にチャレンジ
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真
下
慶
治
記
念
美
術
館

は
、
平
成
十
六
年
に
市
制

施
行
五
十
周
年
記
念
の
目

玉
事
業
と
し
て
開
館
し
、

今
年
で
十
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
十
一
月
八
日
、
十

周
年
を
記
念
し
た
セ
レ
モ

ニ
ー
が
美
術
館
で
お
こ
な

わ
れ
、
関
係
者
ら
を
含
め

約
六
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
志

布
市
長
が
「
真
下
慶
治
記

念
美
術
館
は
素
晴
ら
し
い

景
色
の
中
に
あ
る
美
術
館

で
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い

く
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」
と
主
催
者
の
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
真
下
慶
治
生
誕
百

年
の
記
念
も
兼
ね
て
お
こ

な
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

に
続
き
開
館
当
時
に
も
披

露
さ
れ
た
大
淀
音
頭
保
存

会
（
矢
萩
幸
子
会
長
）
に

よ
る
大
淀
音
頭
で
祝
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
開
館
十
周
年

と
真
下
慶
治
生
誕
百
年
の

記
念
に
合
わ
せ
「
母
な
る

河　

最
上
川
Ⅲ
」
を
開
催

し
、
真
下
清
美
館
長
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

催
。
真
下
慶
治
が
描
い
た

最
上
川
の
風
景
画
が
展
示

さ
れ
、
作
品
の
説
明
に
加

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
で
来
館
し
た

み
な
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催

大
淀
音
頭
保
存
会
に
よ
る

�

大
淀
音
頭
を
披
露

「母なる河 最上川 Ⅲ」は平成27年１月20日まで

ミュージアム・ジャズ・ライブ

　最上川の初冬の風景とジャズがおりなす荘厳
な世界をお楽しみください。
日時　12月14日（日）午後 2時開演
入場料　2,000円（入館料、ワンドリンク込）
出演者

バイオリン／駒込綾　ピアノ／武田美紀
ベース／横倉孝信　　ドラムス／高橋勲
開館時間　午前 ９時～午後 ５時
　　　　　（入館は午後 ４時30分まで）
休館日　水曜日
入館料　大人300円、小・中学生150円
問い合わせ　真下慶治記念美術館　☎（52）3195
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出
会
い
　

子
育
て
応
援
情
報

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
子
育
て
を
楽
し
め
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
応

援
し
ま
す
。
問
市
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
係
／
子
育
て
推
進
係�

☎
内
線
149
・
159

年
末
の
忙
し
い
季
節
、
一
時
預
か
り
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

年
末
は
何
か
と
忙
し
い
時
期
で
す
。

「
一
時
預
か
り
」
は
買
い
物
や
病
院
、

美
容
院
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
理
由

を
問
わ
ず
お
子
さ
ん
を
預
け
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

甑
葉
プ
ラ
ザ
の
「
ま
ち
か
ど
託
児
」

　

甑
葉
プ
ラ
ザ
２
階
の
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
「
親
子
交
流
ひ
ろ
ば
」（
運
営

主
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ポ
ー
の
ひ
ろ
ば

佐
藤
千
津
理
事
長
）
で
は
、「
ま
ち
か

ど
託
児
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ん
（
事
前
登
録
が
必

要
で
す
）

開
設
日　

火
曜
～
日
曜
日
、
祝
日

定
休
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

利
用
料
金　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
１

時
間
６
０
０
円
、
以
降
30
分
ご
と
３
０

０
円
加
算
（
二
人
目
以
降
は
半
額
）

最
大
利
用　

３
時
間
ま
で

予
約　

利
用
の
際
は
利
用
日
前
営
業
日

（
火
曜
日
に

託
児
希
望
の

場
合
は
日
曜

日
）
の
午
後

４
時
ま
で
に

要
予
約

利
用
定
員　

５
名

問
親
子
交
流
ひ
ろ
ば�

☎
（53）
０
９
０
１

保
育
園
の
「
一
時
保
育
」

　

保
育
園
で
１
日
単
位
で
お
子
さ
ん
を

預
か
る
「
一
時
保
育
」
と
い
う
制
度
も

あ
り
ま
す
。
保
育
園
（
し
ろ
は
と
、
ひ

ば
り
、
戸
沢
）
の
空
き
状
況
に
よ
っ
て
、

お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
お
子
さ
ん

利
用
料
金　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
１

日
３
歳
未
満
２
、
２
０
０
円
、
３
歳
以

上
１
、
２
０
０
円

最
大
利
用　

１
か
月
に
つ
き
12
日
ま
で

問
し
ろ
は
と
保
育
園�

☎
（55）
６
０
２
９

問
ひ
ば
り
保
育
園�

☎
（55）
２
５
３
１

問
戸
沢
保
育
園�

☎
（56）
３
４
４
５

冨本地域児童対象　放課後児童クラブ（学童保育）

平成27年度
　　　はや丸キッズクラブの会員募集

開設場所　冨本小学校体育館内控室
保育時間　登校日の学校終了時～午後 ６時
　　　　　学校休業日の午前 ８時～午後 ６時
延長保育　午前 ７時30分～ ８時
　　　　　午後 ６時～ ７時
登 録 料　年額3,000円（保険料を含む）
保 育 料　毎日会員（通年利用）

　　　　　月額6,000円～9,000円
　　　　　時々会員（随時利用）

　　　　　日額1,000円～1,500円
　　　　　延長料金

　　　　　30分ごと100円
保育料の減免　要保護・準要保護家庭は保育
料が半額になる減免制度があります。
募集期間　12月16日（火）～ １月15日（木）
申込み・問い合わせ（午後 １時～ ６時）
はや丸キッズクラブ　☎（54）2950

お気軽に

お問い合わせください

冨本地域オリジナルキャラクター
はや丸
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12月 １ 日から

児童扶養手当法の一部が改正されます
問い合わせ
市福祉事務所子ども福祉係 ☎内線142

　これまで、公的年金（遺族年金、障害年金、
老齢年金、労災年金、遺族補償など）を受給
する方は児童扶養手当を受給できませんでし
たが、12月 １ 日以降は年金額が児童扶養手当
額より低い方はその差額分の児童扶養手当を
受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、市への
申請が必要です。
■支給開始日

・�手当は申請の翌月分から支給開始となりま
す。12月分の手当てから受給するには、平
成27年 ３ 月までに申請が必要です。

・�12月から平成27年 ３ 月分の手当ては平成27
年 ４ 月に支払われます。

■今回の改正により新たに手当を受給できる場合

・�お子さんを養育している祖父母等が低額の老齢
年金を受給している場合

・�母子家庭または父子家庭でお子さんが低額の遺
族厚生年金のみを受給している場合

・�母子家庭で離婚後に父が死亡し、お子さんが低
額の遺族厚生年金のみを受給している場合� など
参考 児童扶養手当の月額（平成26年 ４ 月～）

・子ども１人の場合
　全部支給　41,020円
　一部支給　41,010円～9,680円
　（所得に応じて決定されます）
・子ども２人以上の加算額
　２人目　5,000円
　３人目以上 １ 人にあたり　3,000円

◇…問親子交流ひろば（甑葉プラザ内）☎（53）0901
◆…問子育て支援センターぐんぐん（戸沢保育園内）☎（56）2002

市ホームページ http://www.city.murayama.lg.jp/
※記載がない場合、会場は親子交流ひろば

※FAX兼用、子育て相談もできます 　　　

12月の親子交流イベント・講座 12月の親子交流イベント・講座 

◆ぐんぐん広場　小学校に入学前までの親子対象。
　遊びの広場です。どこの地域の方でもお越しください。終了後、
持ち寄ったお弁当を食べながら交流することもできます。
日時　 ９日（火）午前 ９時30分～正午
会場　市民体育館（碁点）

◆保育施設開放日　小学校に入学前までの親子対象。
　保育施設の開放日です。遊びや交流の場を提供します。保護
者同士がお話したり、保育者に育児相談などができます。
日時　10日（水）午前 ９時～11時
会場　大高根児童センター
日時　11日（木）午前 ９時～11時
会場　冨本児童センター
日時　16日（火）午前 ９時～11時
会場　ちぐさ児童センター（大久保）
日時　19日（金）午前 ８時30分～10時30分
会場　袖崎児童センター

◆出前保育　幼稚園や保育施設等に入園前の親子対象。
　保育施設で遊んだり子育ての相談などができます。
日時　17日（水）午前 ９時30分～11時30分
会場　戸沢保育園

◆親子体操　小学校に入学前までの親子対象。
親子で体を動かしましょう。お父さんの参加も大歓迎です。
日時　20日（土）午前10時～11時
会場　戸沢保育園
講師　小野淳子先生（フィットネスインストラクター）
持ち物　飲み物、汗ふきタオル　など

◇ひだまり保健室　身長･体重の測定ができます。
日時　 ４日（木）午前10時30分～11時

◇ポポーのクリスマス会　事前申込み必要。
　先着15組。ケーキと飲み物、すてきなプレゼントを準備して
います。
日時　11日（木）午前10時30分～正午
参加費　大人300円、子ども200円

◇Babyママカフェ　事前申込み必要。
　先着18組。 ６か月までの赤ちゃんとお母さん対象。赤ちゃんは
身長・体重測定、お母さんには飲み物などを準備します。
日時　16日（火）午前10時30分～11時30分

◇12月生まれのお誕生会　事前申込み必要。
　先着15組程度。誕生月でないお友達も参加できます。
日時　19日（金）午前11時15分～正午

◇年末年始の予定
12月28日（日）は午前のみの開館
12月29日（月）～ １月 ３日（土）は休館
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Murayama
    　topics
-まちの話題-

やまばと秋の収穫祭

　富並・山の内地区の農家のみなさん
が自然体験交流施設やまばとを会場
に毎週開催している産直の「秋の収穫
祭」が、11月 ９ 日におこなわれました。
会場には、採れたてのナメコや白菜、
大根など新鮮な野菜がずらりと並べら
れ、訪れた方たちは調理の方法を聞き
ながら品定めし、抱えきれないほどの
野菜を購入していました。

花嫁が男性、花婿が女性のむかさり行列

　11月 ９ 日、男性が花嫁、女性が花婿に扮
ふん

する楯岡馬
場の伝統行事「むじなのむかさり」が、馬場町内で開
催されました。この行事は、子孫繁栄と豊作を願い大
正元年に始まったもので、平成 ２年から男女が入れ替
わるようになりました。今年の花嫁役は佐藤瞭さん、
花婿役は小林悠さんのお二人。キツネのお面を着けた
子どもたちがたいまつを持ち、その灯りでむかさり行
列を先導し町内を練り歩くと、辺りは幻想的な雰囲気
に包まれていました。

農産物や海産物など秋の味覚がずらり

　市とJAみちのく村山が主催する「ふるさ
とフェア」が11月 ２ 日、ＪＡみちのく村山本
店でおこなわれました。今年も芋煮や大根、
ネギなどの新鮮な地元農産物が販売されまし
た。また、厚岸町物産コーナーでは花咲ガニ
をふんだんに使った鉄砲汁や焼きカキなどが
販売され、行列ができるほどの人気ぶり。ほ
かにも、新鮮な魚介類や名産品が手に入ると
あって、絶えず大勢の方でにぎわっていまし
た。

　村山の旬の食材を使った自慢料理をふるまう甑
葉んまいもん祭が11月 ９ 日、甑葉プラザで開催さ
れ多くの市民でにぎわいました。会場にはオリジ
ナルメニューが ９ 種類。合計約1,000食が準備さ
れ、午後 ２時前にはすべてが完売しました。また、
甑葉ホールではむらやまスイーツまつりも同時開
催。訪れた方たちは米粉クレープを手作りしたり、
キャラクターが印刷された煎餅を食べたりして食
欲の秋を堪能しました。

んまいもん祭とスイーツまつりで大にぎわい
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問い合わせ

市環境課環境係

☎内線 244

環境都市むらやまを目指して

環境☆市民の広場

　葉山中学校では、学校、ＰＴＡ、生徒会が一体と
なって環境保全活動に取り組んでいます。資源回収事
業や葉山中学区グリーンカーテン化事業など、学区内
の ４つの小学校や家庭、地域が一体となった活動に取
り組みました。その活動が評価され、このたび「環境
やまがた大賞」を受賞しました。
　受賞者による事例発表会では、葉山中学校教頭の
笹原先生が「環境教育は地域づくりにつながっている。
ＰＴＡと協力して、これからも活動を続けていきた
い」と抱負を語りました。

葉山中学校が「環境やまがた大賞」受賞

　11月17日、市民会館周辺を会場にエコド
ライブ教室を開催しました。市地球温暖化
対策推進協議会の事業の一つであり、11人
の市民が参加し、環境にやさしい運転を学
びました。
　ＮＰＯ法人県自動車公益センターを講師
に運転実技と座学講習を実施。実技体験に
参加した 9人には平均 １ℓあたり1.9km、
14.2%の燃費向上が見られました。
　エコドライブは地球環境だけでなく経費
の節約にも効果があります。
■エコドライブ講習のポイント

　普段の運転で実践しましょう！
１ �．発進は一呼吸おいた後、徐々にアクセ
ルを踏み込む（ふんわりアクセル）

２．先の状況を見て一定の速度で走行する
３．早めにアクセルをオフにし減速する

　ごみの分別に迷うことはありませんか。年末
の大掃除でごみも多く出る時期ですが、ごみの
分別で間違いやすいものをピックアップしてみ
ました。○×でお答えください。何問、正解で
きるでしょうか。（正解は右下欄）

問題 ○か×か

１ よごれた発泡スチロールは、もやせないご
みである。

２ 乾電池は、もやせないごみの袋に入れる。

３ CDやカセットテープはもやせるごみであ
る。

４ プラスチックでできているバケツは、プラ
スチック製容器包装類である。

５ 使用済みライターは指定袋の外袋に入れる。

エコドライブ教室

二輪車リサイクルコールセンターの
電話番号が変わります

ごみ分別○×クイズ

　平成27年 1 月 5 日から、二輪車リサイクルコー
ルセンターの電話番号が変更になります。
（現）03（3598）8075　（新）050（3000）0727

ごみ分別○×クイズのこたえ

１×、２×、３○、４×、５○
ごみの分け方・出し方ポスターで確認してみましょう。
きちんと分別して、リサイクルを推進しましょう。

ゴーヤのグリーンカーテン グリーンカーテンから収穫されたゴーヤ
生徒によるゴーヤとアサガオの
種の袋詰め

ボランティア委員の中里梨乃さんと大場朱美玲さん
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投票・開票時間

　投票は市内23か所の投票所でおこないます。
投票時間は午前 ７時から午後 ８時までです。開
票は、午後 ９時から村山武道館（市役所南側）
でおこないます。

投票所の入場券

　入場券は公示後、郵送で世帯ごとにお届けし
ます。なくしたり、忘れた場合は投票所で申し
出てください。入場券が届かなかったり、不明
な点があれば市選挙管理委員会にご連絡くださ
い。

投票できる方

　平成 ６年12月15日以前に生まれた方（投票日
現在で満20歳以上）で平成26年 ９ 月 １ 日までに
村山市に住民登録をした方です。
　 ８月14日以降に村山市から転出した方でも転
出先の選挙人名簿に未登録の場合は村山市で投
票できます。また、
11月25日以降に市
内で投票所が変わ
るところに転居し
た方は、前の投票
所で投票してくだ
さい。

投票所の変更

　第11投票所「市勤労青少年ホーム体育館」が
「大久保小学校ランチルーム」に会場が変わり
ます。

不在者投票

　病院や老人ホームなどに入院中の方は、不在
者投票ができます。施設の方に申し出てくださ
い。また、郵便投票証明書を持っている方や仕
事などで長時間市外に滞在する方など不在者投
票についての詳細は、早めに市選挙管理委員会
にお問い合わせください。

期日前投票

　事情があって投票日に投票できない場合は、
事前に期日前投票をすることができます（土
曜・日曜日も投票できます）。ただし、選挙の
種類によって期日前投票の期間が異なります。
期間

衆議院小選挙区 12月 ３ 日（水）～13日（土）
衆議院比例代表 12月 ３ 日（水）～13日（土）
最高裁判所国民審査 12月 ７ 日（日）～13日（土）

時間　午前 ８時30分～午後 ８時
会場　市選挙管理委員会事務室（市役所西隣）
持ち物　�入場券（ 4日までに配達されます。未

着の場合でも期日前投票はできます）

市ホームページから開票速報をご覧ください

問市総務課広報広聴係　☎内線211
　村山市開票所における衆議院議員小選挙区選出
議員選挙の開票速報を市ホームページからご覧い
ただけます。パソコンのほか、携帯電話やスマー
トフォンからも見ることができます。午後10時頃
から30分ごとに最新の得票数などを掲載します。
パソコン・スマートフォンから

http://www.city.murayama.lg.jp/senkyo
携帯電話から

http://www.city.murayama.lg.jp/m/senkyo
※最新情報は「更新」をしてからご覧ください。

衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

公示日　12月２日（火）
投票日　12月14日（日）

改善　　
センター

選挙管理
委員会　

いきいき
元気館　

視
聴
覚

　

セ
ン
タ
ー

武
道
館

車
庫

消防署

駐車場

市役所

期日前・不在者投票所

ここ
です

問市選挙管理委員会選挙係　☎内線401
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Murayama

�Information

お知らせ

☎（55）2111 Ｆ（55）6443

informationinformation

問市総務課庶務係　☎内線211

人権週間　12月４日（木）～10日（水）

　人権は、人が幸せに生きていくための大切な
権利です。すべての人の人権が守られなければ
なりません。不当な差別やいじめなど人権問題
でお困りの際は、 1人で悩まずご相談ください。
人権擁護委員が、夫婦や近隣のトラブルなど、
さまざまな相談に応じます。秘密厳守、相談料
は無料です。
■人権なんでも相談所

期日　12月 ８ 日（月）
時間　午前10時～午後 ３時
会場　市農村環境改善センター
■市内の人権擁護委員

金谷正實さん（楯岡）、横尾喜惠子さん（楯岡）
鈴木悟さん（楯岡）、工藤一男さん（西郷）
五十鈴川元子さん（大久保）、
大場ちが子さん（大高根）
■相談ダイヤル

みんなの人権１１０番　　☎0570（003）110
子どもの人権１１０番　　☎0120（007）110
女性の人権ホットライン　☎0570（070）810
電話の相談時間　

平日の午前 ８時30分～午後 ５時15分

みんなで築こう人権の世紀
考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心

人権まもるくんと

あゆみちゃん

問市民課安全係　☎内線114
運動期間　12月８日（月）～17日（水）

　冬季は降雪や凍結等により道路環境が悪化し、
危険性が増す時期です。特に、12月は交通事故
の発生が最も多い月です。年末は飲酒の機会も
多くなるため、飲酒運転による重大事故の多発
が懸念されます。「飲酒運転」は犯罪です。み
なさんで交通ルールを守り、悲惨な交通事故を
なくしましょう。
運転の重点

・飲酒運転の撲滅
・高齢者の交通事故防止
　（歩行者への思いやり運転の励行）
・ ５分早めの行動で冬道の交通事故防止
・エコドライブ実践への励行

冬の交通安全県民運動

問消費生活相談窓口　直通電話（55）2123
（不在時は市民課　☎内線114まで）
　原野商法とは、値上がりの見込みがほぼない
ような山林などを将来値上がりするかのように
偽って販売する手口です。
　最近、過去にこの原野商法の被害に遭った方
を狙って、その土地の売却話を持ちかけ、測量
サービスや整地工事、別の土地の購入などの新
たな契約を結ばせる二次被害が発生しています。
「買付証明書」などを発行して、買い手がいる
かのように所有者を信用させるなど、手口も巧
妙化しています。
ポイント

・業者のセールストークをうのみにしない。
・�自治体などに土地の状況を確認し、契約は慎
重に判断すること。

原野商法の二次被害が発生しています

問市環境課環境係　☎内線244
　いずれの測定地点でも人体に影響がない数値
で心配ありません。
■県モニタリング計画による測定

測定日　11月 ５ 日（水）　
測定結果　0.06～0.08μSv／ｈ
■廃棄物搬入施設周辺の測定

測定日　11月 ５ 日（水）　
測定結果　0.06～0.08μSv／ｈ

空間放射線量測定結果

問市地域雇用創造推進協議会事務局
（甑葉プラザ内）☎（52）3181　Ⓕ（53）0520
■求職者・起業者向けの無料個別相談

期日　12月 4 日（木）、11日（木）、18日（木）
時間　午前 ９時～午後 ４時
会場　甑葉プラザ ２ 階 ラウンジ

実践型地域雇用創造事業セミナー情報
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冬
期
間
の
水
道
料
金
、
水
道
管

事
故
に
つ
い
て

問
市
水
道
課
業
務
係�

☎
内
線
182

　

積
雪
等
に
よ
り
検
針
が
困
難
な
場
合
、

過
去
１
年
間
に
使
用
し
た
水
量
を
も
と

に
料
金
を
推
定
し
、
請
求
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
雪
解
け
後
、
検
針
が
で
き

た
時
点
で
精
算
し
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
水
道
管
の
事
故
が

増
加
し
ま
す
。
凍
結
、
降
雪
な
ど
が
原

因
の
漏
水
は
、
漏
水
し
た
分
の
料
金
も

使
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
、
長
時
間
使
わ
な
い
場

合
の
水
抜
き
、
雪
囲
い
な
ど
を
お
こ
な

い
、
し
っ
か
り
と
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

費
用
一
部
助
成

問
市
保
健
課
健
康
指
導
係�

☎
内
線
137

　

特
定
年
齢
以
外
の
方
へ
の
助
成
は
、

平
成
27
年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
１
日
よ
り
、
特
定
年

齢
の
方
が
定
期
接
種
と
し
て
接
種
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
は
、
70
歳
以
上
の
方
で
、

特
定
年
齢
以
外
の
方
も
助
成
対
象
で
す

が
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
助
成

対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
対
象
者
（
平
成
27
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で

に
次
の
年
齢
に
な
る
方
）

・
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
100
歳
と
な
る
方

informationinformation

広
告

桜坂様　市民の友11月 15日号広告

広
告

 

※
平
成
27
年
か
ら
30
年
度
ま
で
、
順
次
、

65
歳
か
ら
の
節
目
の
年
齢
の
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
特
定
年
齢
以
外
の
方
で
助
成
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま

で
に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
一
人
１
回
４
、
０
０
０
円
の
助
成
。

今
ま
で
に
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
方
（
５
年
以
上
前
に
接
種
し

た
方
も
含
み
ま
す
）
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
券
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

問
村
山
警
察
署�

☎
（52）
０
１
１
０

　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

拉
致
問
題
や
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

村
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
村
山
税
務
署�

☎
（53）
２
１
５
１

■
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年

分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
（
農

業
を
含
む
）、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山

林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超

え
る
方
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
平
成
26
年
１
月

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
所
得
が
あ
る
す
べ

て
の
方
（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
申
告
の
必
要
の
な
い
方
を
含
み

ま
す
）
に
つ
い
て
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
村
山
税
務
署
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
消
費
税
、
地
方
消
費
税
が
変
わ
り
ま

し
た

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消
費
税

（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
税
率
は

８
％
で
す
。
平
成
26
年
分
（
平
成
26
年

４
月
１
日
を
含
む
課
税
期
間
）
の
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
を

作
成
す
る
た
め
に
は
、
帳
簿
等
に
お
い

て
、
課
税
取
引
を
適
用
税
率
ご
と
に
区

分
し
て
集
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

困
り
ご
と
・
相
談

困
り
ご
と
・
相
談

市
民
行
政
相
談

問
市
民
課
市
民
係�

☎
内
線
112

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り

ご
と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま

す
。
予
約
不
要
、
当
日
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時　
12
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

不
動
産
無
料
相
談

問（
公
社
）県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

�

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。
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期
日　

12
月
10
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ
１
階
市
民
の
部
屋

司
法
書
士
無
料
相
談
所

問
県
司
法
書
士
会

�

☎
０
２
３（
６
２
３
）７
０
５
４

　

予
約
不
要
、
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

期
日　

12
月
18
日
㈭

時
間　

午
後
６
時
～
８
時

会
場　

さ
く
ら
ん
ぼ
タ
ン
ト
ク
ル
セ
ン

タ
ー
（
東
根
市
）

試
験
・
募
集

試
験
・
募
集

県
立
東
桜
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校

（
仮
称
）の
校
章
デ
ザ
イ
ン
案
募
集

問
県
教
育
庁
高
校
改
革
推
進
室

�

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
４
９
３

　

平
成
28
年
４
月
に
開
校
す
る
県
立
東

桜
学
館
中
学
校
・
高
等
学
校（
仮
称
）の

校
章
デ
ザ
イ
ン
案
を
募
集
し
ま
す
。
選

ば
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

作
品
要
領　

Ａ
４
判
白
色
用
紙
使
用
、

デ
ザ
イ
ン
枠
（
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
ま
す
。

（
白
黒
、
カ
ラ
ー
、
手
書
き
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
、
い
ず
れ
の
形
式
で
も
可
）

応
募
方
法　

郵
送
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
、
②
校
章
の
意
図
、

③
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
電
話
番
号

※
一
通
で
一
点
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

応
募
先　

〒
９
９
０
－
８
５
７
０

山
形
市
松
波
２
－
８
－
１　

高
校
教
育

課
高
校
改
革
推
進
室
あ
て

応
募
期
限　
12
月
26
日
㈮　

当
日
消
印
有
効

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

問
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
楯
岡
笛
田
）

募
集
戸
数　

２
戸
（
３
階
・
４
階
）

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得

が
規
定
に
該
当
す
る
方
。

必
要
書
類　

県
営
住
宅
申
込
書
、
52
円

切
手
２
枚

受
付
期
間　

12
月
３
日
㈬
～
９
日
㈫
の

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
12
月
８
日
㈪
は
休
館
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
９
日
㈫
消
印

有
効講

座
・
催
し
な
ど

講
座
・
催
し
な
ど

北
村
山
公
立
病
院
健
康
講
座

問
北
村
山
公
立
病
院�

☎
（42）
２
１
１
１

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
12
日
㈮　

午
後
５
時
～

会
場　

北
村
山
公
立
病
院

テ
ー
マ　

泌
尿
器
科
っ
て
こ
ん
な
と
こ

講
師　

佐
々
木
崇
氏（
泌
尿
器
科
医
長
）

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

問
村
山
産
業
高
校�

☎
（55）
２
５
３
７

　

ク
リ
ス
マ
ス
用
の
リ
ー
ス
を
作
り
ま

す
。
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日　

12
月
６
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
～
３
時

会
場　

県
立
村
山
産
業
高
校

対
象　

小
学
生
以
上
の
方（
定
員
20
名
）

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

問
楯
岡
キ
リ
ス
ト
教
会�

☎
（55）
６
０
２
８

　

映
画
ド
ラ
え
も
ん
「
の
び
太
の
宇
宙

開
拓
史
」
他
多
数
の
ア
ニ
メ
・
Ｃ
Ｍ
ソ

ン
グ
を
歌
っ
て
い
る
岩
渕
ま
こ
と
さ
ん

が
こ
こ
ろ
温
ま
る
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン
グ
を

歌
い
ま
す
。
イ
ブ
の
夜
に
心
癒
さ
れ
る

ひ
と
と
き
を
。
入
場
無
料
。

期
日　

12
月
24
日
㈬

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

会
場　
楯
岡
キ
リ
ス
ト
教
会（
輝
幼
稚
園
隣
）

無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

問
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｈ
ｏ
ｎ
ｕ
村
山（
笹
原
）

�

☎
０
９
０（
７
７
９
５
）６
０
０
０

　

初
心
者
大
歓
迎
。
楽
し
く
一
緒
に
踊

り
ま
し
ょ
う
。

期
日
・
会
場　

12
月
21
日
㈰
・
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

28
日
㈰
・
市
民
体
育
館

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

使
用
予
定（
12
月
分
）

問
神
町
駐
屯
地�

☎
（48）
１
１
５
１

縮
射
射
撃
訓
練
＝
８
日
㈪
～
11
日
㈭　

離
着
陸
訓
練
＝
１
日
㈪
～
５
日
㈮
、
８

日
㈪
～
12
日
㈮
、
15
日
㈪
～
19
日
㈮
、

22
日
㈪
、
24
日
㈬
～
26
日
㈮

広
告

平成27年４月オープン予定　職員募集

職種 資格 正職員 臨時職員

介護支援
専 門 員

介護支援専門員 ２

看護職員 看護師・准看護師 ４

介護職員
介護福祉士・
ホームヘルパー２級

10 10

応募方法　千宏会袖崎開設準備室に履歴書を提出（郵送可）

　　　　書類選考後、面接日・面接場所を連絡します。

　　　　詳しくはお気軽にお電話ください。

待　遇　当法人規定に準じます。年間休日102日、賞与 ２回

勤務地　村山市大字土生田260番地（旧袖崎中学校跡地）

応募先　医療法人千宏会

　　　　介護老人保健施設ローズむらやま内

　　　　地域密着型特別養護老人ホーム袖崎開設準備室

　　　　村山市大字本飯田字柳堤2486-65　☎（52）3020

地域密着型特別養護老人ホーム・小規模多機能型居宅介護施設袖崎
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問市総務課庶務係　☎内線211
　新しい一年の始まりをみなさんで一緒にお祝
いしませんか。着物を着てきた方には和小物を
プレゼントします。どうぞ、ご参加ください。
日時　平成27年 １ 月 ５ 日（月）午後 ３時～
会場　甑葉プラザ
会費　1,000円
申込み　会費を添えて12月18日（木）までに市総
務課または各地域市民センターへ申込んでくだ
さい。

平成27年度村山市新年祝賀会

問農村文化保存伝承館　☎（53）3277
　年越しそばを手打ちする方のために、農村文
化保存伝承館を開放します。材料（そば粉、つ
なぎ、打ち粉など）は持参してください。材料
のあっせんは有料（800円）です。
日時　12月31日（水）
①午前 ９時～10時30分　②午前10時30分～正午
使用料　１テーブル　300円／ １時間
定員　各回先着20名
申込期限　12月22日（月）

伝承館で年越しそば打ちをしませんか

問市生涯学習課生涯学習係　☎内線332

期日　平成27年 １ 月11日（日）
時間　午前11時～
会場　市民会館
対象　平成 ６年 ４月
２日から平成 ７年 ４
月 １日生まれの方で、
市内在住若しくは村
山市出身で就職、進
学等のため市外に居
住されている方。

成人式をふるさとで　平成27年村山市成人式

問北村山視聴覚教育センター　☎（55）4211

　もりだくさんの内容でみなさんをお待ちして
います。お友達を誘って遊びに来てください。
期日　12月13日（土）、14日（日）
内容　プラネタリウム、子ども映画劇場、電車
コーナー、工作コーナーなど
星空散歩プラネタリウム（13日　午後 7時～）

視聴覚センター　冬のセンターまつり

休日診療所　☎（55）2972
診察日　日曜日、祝日、休日
診察時間　9:00～12:00　13:00～16:00
会場　市保健センター
※�通常は市内の医師、第２、第４日曜日
は山形大学医学部内科医が診察します。

夜間診療所　☎（43）2120
診察日　毎週土曜日（祝・休日は除く）
診察時間　18:00～21:00
会場　東根市休日診療所
　　　（タントクルセンター内）
※北村山地域内の医師が診察します。

※保険証、ふだん服用しているお薬をお持ちください。

問クアハウス碁点　☎（56）3351
　最上川の川辺に落ちているものでオブジェを
作りましょう。市内の小学 3年生以上の方が対
象です。出来上がった作品は、12月20日からク
アハウス碁点旧大浴場に展示します。
期日　12月13日（土）
時間　午前 9時～正午
会場　クアハウス碁点旧大浴場
参加費　500円（保険料等含む）
申込期限　12月10日（水）

ワークショップ「最上川三難所」参加者募集

問市福祉事務所地域福祉係　☎内線147
　来年の干支の文字や
禅語、格言などの作品
約30点が出品されます。
売上げは、全額市社会
福祉協議会「福祉基
金」に寄付されます。
期間　12月 8 日（月）午後 2時～17日（水）正午
会場　市役所　 1 階　市民ホール
作品揮ごう　齋藤湖舟氏

第９回歳末チャリティー書の色紙展

◆限定企画
13日（土）人形劇
「すずめのあだうち」
14日（日）特別映画
「忍たま乱太郎、忍術学
園全員出動！の段」

村山市の人口（11月１日現在）26,075人  男12,609人  女13,466人  世帯数8,256戸

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
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